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学位論文内容の要旨 

目的：淡明細胞腎細胞癌（CCRCC）の栄養動脈の描出率を、4 次元 CT 血管撮影（4D-CTA）

画像で後方視的に評価する。

材料と方法：経皮的腎動脈塞栓術(TRAE)を受けた 22 人の患者 (30 本の栄養動脈を含

む)CCRCC を対象とし、術前の 4D-CTA における栄養動脈の描出率を評価した。撮影には

320 列 CT を使用し、造影剤の静脈内注入開始から 15‒36 秒の間に 11 相（2.1 秒間隔）を

撮影した。2 名の放射線医が TRAE 中の画像を参照し、全 11 相の栄養動脈の描出率を後方

視的に評価した。

結果：栄養動脈のうち 11 本（36.7％）が区域動脈または葉動脈レベルにあり、19 本（63.3％）

が葉間動脈または弓状動脈レベルであった。4D-CTA の各相において、描出率は 5 相目（遅

延 23.4 秒）で最も高く（30 本中 25 本[83.3％]）、これは腎動脈と腎皮質との間の造影効果

の差が最も大きな時相であった。4D-CTA の 11 相全体における栄養動脈の総描出率は 30
本中 28 本（93.3％）であった。 
結論：4D-CTA による CCRCC の栄養動脈の描出率は良好であり、その描出は腎動脈と腎

皮質との造影効果の差が最も大きい時相で最も優れていた。

論文審査結果の要旨

本研究は，4D-CTA による淡明細胞腎細胞癌（CCRCC）の栄養動脈の描出は腎動脈と腎皮質

との造影効果の差が最も大きい時相で最も優れていたという結論を導いている。 

本研究者の行う腎癌のアブレーションだけでなく、腎部分切除の手術にも貴重な情報で

ある。これを重要な知見を得たものとして価値ある業績と認める。 

よって，本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。 
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